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決
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請
　
　
願

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

×

○

×

×

後
藤
　
貴
光

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

×

○

×

×

宍
戸
　
治
重

伊
藤
　
俊
明

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

×

○

×

×

加
藤
　
久
平

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

×

○

×

×

白
鳥
　
　
孝

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

×

○

×

×

島
田
甲
子
三

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

×

○

×

×

田
中
　
順
子

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

×

○

×

×

石
井
　
良
司

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

×

○

×

×

榛
澤
　
茂
量

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

×

○

×

×

金
井
　
富
雄

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

×

○

×

×

嶋
±

　
英
治

半
田
　
伸
明

増
田
　
　
仁

¸
谷
真
一
朗

中
村
　
　
洋

谷
口
　
敏
也

丹
羽
　
秀
男

川
原
　
純
子

久
保
田
輝
男

永
原
　
美
代

緒
方
　
一
郎

大
城
　
美
幸

栗
原
　
健
治

森
　
　
　
徹

岩
田
　
康
男

斎
藤
　
　
隆

杉
本
　
英
騎

徳
永
　
弘
行

賛
　
成

反
　
対

平成16年第２回定例会での審議結果

三鷹市風致地区条例

三鷹市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例

三鷹市印鑑条例の一部を改正する条例

三鷹市手数料条例の一部を改正する条例

三鷹市消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を改正する条例

三鷹駅南口駅前広場第２期工事請負契約の締結について

井の頭コミュニティ・センター分離施設建設工事請負契約の締結について

教育委員会委員の任命について

固定資産評価審査委員会委員の選任について

地方分権改革に関する意見書

牛肉の安全確保を求める意見書

教育基本法の改正を求める意見書

男女の特性を尊重する教育を求める意見書

占領軍の撤退、イラク人によるイラク人の自由と人権、主権の回復を求める意見書

犯罪被害者の救済と被害回復制度等の拡充に関する意見書

介護予防対策の拡充を求める意見書

各種イベントにおける「ごみゼロ・省エネ化促進法（仮称）」の早期制定を求める意見書

若年者雇用政策の拡充を求める意見書

農政の改革に関する意見書

2005年介護保険制度の抜本見直しを求める意見書

アメリカ合衆国の未臨界核実験実施に対する抗議決議

住宅地における墓地造営について

シベリア問題解決のための立法を求める意見書提出について

請願提出の際添付する署名簿の印鑑の省略について

『独立行政法人都市再生機構の発足に当たり、公団賃貸住
宅居住者の居住の安定の継続を願う』意見書の提出を求め
ることについて

三鷹市立幼稚園の廃止時期の見直しを求めることについて

治安・防犯対策の支援・向上を求めることについて
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政新クラブ

議　員　名

議  案  等  の  名  称

民主市民連合 公明党 日本共産党 グ市民

（４）

１６・８・１

「みたか議会だより」は三鷹市シルバー人材センター会員がお届けしています。 ≥シルバー人材センターò48－6721

第
２
回
定
例
会
に
は
、
意
見
書
11
件
、

決
議
１
件
が
提
案
さ
れ
、
意
見
書
８
件
、

決
議
１
件
が
可
決
さ
れ
た
。
（
意
見

書
・
決
議
各
１
件
は
１
面
に
掲
載
）

Ω
牛
肉
の
安
全
確
保
を
求
め
る
意
見
書

Ｂ
Ｓ
Ｅ
対
策
と
し
て
は
、
肉
骨
粉
の

使
用
禁
止
、
罹
患
（
り
か
ん
）
牛
の
検

査
、
特
定
危
険
部
位
の
除
去
が
行
わ
れ

て
い
る
。こ
う
し
た
中
、５
月
に
開
催
さ

れ
た
Ｏ
Ｉ
Ｅ
総
会
で
は
、
中
・
高
リ
ス

ク
国
に
お
け
る
、
特
定
危
険
部
位
を
除

去
す
る
対
象
牛
の
月
齢
が
引
き
上
げ
ら

れ
、
規
制
が
緩
め
ら
れ
た
。
こ
の
状
況

を
踏
ま
え
、左
記
の
項
目
を
要
望
す
る
。

記

１
　
政
府
、
食
品
安
全
委
員
会
は
、
こ

れ
ま
で
の
Ｂ
Ｓ
Ｅ
対
策
を
踏
ま
え
、
よ

り
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
Ｂ
Ｓ
Ｅ
対

策
を
推
進
す
る
こ
と
。

２
　
Ｏ
Ｉ
Ｅ
基
準
に
は
強
制
力
が
な

く
、
二
国
間
合
意
が
優
先
す
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
輸
出
国
の
Ｂ
Ｓ
Ｅ
発
生
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
国
内
の
安
全
基
準
と

の
整
合
性
を
と
る
こ
と
。

Ω
教
育
基
本
法
の
改
正
を
求
め
る
意
見

書平
成
14
年
11
月
、
中
央
教
育
審
議
会

は
、
教
育
基
本
法
の
抜
本
的
な
見
直
し

が
必
要
と
の
中
間
報
告
を
ま
と
め
た
。

子
ど
も
た
ち
が
た
く
ま
し
く
育
っ
て
い

く
に
は
、
新
し
い
時
代
の
教
育
の
基
本

像
を
提
示
し
、
確
実
に
実
現
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
だ
。
よ
っ
て
、
政
府
は
、

中
・
長
期
的
視
野
に
立
ち
、
教
育
施
策

を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
、

「
人
材
・
教
育
大
国
」
の
実
現
に
取
り

組
み
、
歴
史
や
伝
統
文
化
を
尊
重
し
、

社
会
の
形
成
者
と
し
て
の
公
徳
心
や
国

際
感
覚
を
あ
わ
せ
持
っ
た
人
材
を
育
成

す
る
観
点
か
ら
、
国
会
で
教
育
基
本
法

を
改
正
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

Ω
犯
罪
被
害
者
の
救
済
と
被
害
回
復
制

度
等
の
拡
充
に
関
す
る
意
見
書

犯
罪
被
害
者
保
護
関
連
二
法
が
成
立

し
、
犯
罪
被
害
者
に
も
意
見
陳
述
や
公

判
記
録
の
閲
覧
等
が
認
め
ら
れ
た
。
し

か
し
、
い
ま
だ
犯
罪
被
害
者
は
刑
事
手

続
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
犯

罪
加
害
者
に
損
害
賠
償
請
求
す
る
に

も
、
民
事
裁
判
を
提
起
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
れ
ら
は
、
被
疑
者
や
被
告

人
の
人
権
保
障
に
比
べ
著
し
く
公
平
を

失
す
る
。
さ
ら
に
、
破
産
法
で
は
悪
意

で
加
え
た
不
法
行
為
に
基
づ
く
債
務
の

み
が
免
責
さ
れ
な
い
。よ
っ
て
、国
会
及

び
政
府
に
対
し
、
左
記
の
事
項
を
早
急

に
実
現
す
る
よ
う
強
く
要
請
す
る
。

１
　
犯
罪
被
害
者
が
刑
事
手
続
に
参
加

で
き
る
よ
う
訴
訟
参
加
の
制
度
を
創
設

す
る
こ
と
。

２
　
犯
罪
被
害
者
が
刑
事
手
続
に
附
帯

し
て
民
事
上
の
損
害
賠
償
請
求
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
附
帯
私
訴
の
制
度

を
確
立
す
る
こ
と
。

３
　
故
意
ま
た
は
重
大
な
過
失
に
よ
り

加
え
た
人
の
生
命
ま
た
は
身
体
を
害
す

る
不
法
行
為
に
基
づ
く
債
務
に
つ
い
て

も
破
産
に
よ
っ
て
免
責
さ
れ
な
い
よ
う

法
整
備
を
図
る
こ
と
。

Ω
介
護
予
防
対
策
の
拡
充
を
求
め
る
意

見
書

介
護
保
険
法
施
行
後
、
要
介
護
認
定

者
が
増
し
、
高
齢
者
に
占
め
る
要
介
護

認
定
者
の
割
合
も
上
昇
し
て
い
る
。
特

に
、
軽
度
の
認
定
者
が
増
大
し
、
軽
度

の
人
ほ
ど
重
度
化
し
て
い
る
割
合
が
高

い
。
介
護
保
険
制
度
の
施
行
後
、
５
年

を
目
途
に
行
う
と
さ
れ
る
見
直
し
の
際

に
は
、
現
行
制
度
に
お
け
る
要
支
援
や

要
介
護
度
１
の
軽
度
の
人
の
健
康
増
進

策
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
認
定
外

の
虚
弱
の
人
を
要
介
護
状
態
に
し
な
い

よ
う
、
介
護
予
防
対
策
に
全
力
を
挙
げ

る
べ
き
だ
。
政
府
に
お
い
て
は
、「
介

護
予
防
10
カ
年
戦
略
（
仮
称
）」
を
立

て
、
全
国
の
市
町
村
に
介
護
予
防
サ
U

ビ
ス
拠
点
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
効

果
あ
る
介
護
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発

す
る
等
、
介
護
予
防
対
策
の
さ
ら
な
る

拡
充
を
図
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

Ω
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
「
ご
み
ゼ

ロ
・
省
エ
ネ
化
促
進
法
（
仮
称
）
」

の
早
期
制
定
を
求
め
る
意
見
書

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
に
際
し
て

は
、
廃
棄
物
を
抑
制
し
つ
つ
、
環
境
と

調
和
し
、
環
境
に
配
慮
し
た
取
組
み
が

求
め
ら
れ
る
。
一
部
の
自
治
体
で
は
、

「
エ
コ
イ
ベ
ン
ト
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
環
境

に
配
慮
し
た
イ
ベ
ン
ト
開
催
シ
ス
テ

ム
）」
を
作
成
し
、
Ø
資
料
は
希
望
者

だ
け
に
配
布
し
、
持
ち
帰
ら
な
い
人
の

資
料
は
回
収
し
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
、
∞

ご
み
の
分
別
収
集
の
徹
底
、
±
公
共
交

通
機
関
や
自
転
車
に
よ
る
来
場
を
呼
び

か
け
る
―
―
な
ど
、
ご
み
ゼ
ロ
、
省
エ

ネ
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た

取
組
み
を
全
国
的
に
広
げ
る
た
め
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
の
エ
コ
化
、グ
リ
U
ン
化
、

省
エ
ネ
化
を
促
進
す
る
た
め
の
法
整
備

が
必
要
だ
。
よ
っ
て
、
国
及
び
政
府
に

対
し
、「
ご
み
ゼ
ロ
・
省
エ
ネ
化
促
進

法
（
仮
称
）」
の
早
期
制
定
を
強
く
求

め
る
。

Ω
若
年
者
雇
用
政
策
の
拡
充
を
求
め
る

意
見
書

若
者
の
雇
用
情
勢
は
依
然
と
し
て
厳

し
く
、
政
府
に
お
い
て
は
、
フ
リ
U
タ

U

な
ど
若
年
者
の
雇
用
問
題
の
解
決

に
、全
力
で
取
り
組
む
よ
う
要
望
す
る
。

記

１
　
「
若
者
自
立
・
挑
戦
プ
ラ
ン
10
カ

年
戦
略
」
の
策
定
を
実
施
す
る
こ
と
。

２
　
子
ど
も
が
将
来
、
社
会
人
・
職
業

人
と
し
て
自
立
で
き
る
た
め
の
教
育
を

提
供
し
、
大
学
生
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
補
習
授
業
な
ど
の
土
曜
授
業
が

実
施
で
き
る
よ
う
必
要
な
整
備
を
図
る

こ
と
。
ま
た
、
保
護
者
、
地
域
住
民
や

地
元
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
連
携
し
、
中

学
校
の
第
２
学
年
時
に
１
週
間
程
度
の

職
業
体
験
活
動
を
導
入
す
る
こ
と
。

３
　
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
協
議
会
」

を
各
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
の
も
と

に
設
置
す
る
こ
と
。
ま
た
、
商
工
会
議

所
等
と
連
携
し
、
企
業
等
か
ら
の
人
材

を
「
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ア
ド
バ
イ
ザ
U
」

と
し
て
高
等
学
校
に
派
遣
す
る
こ
と
。

４
　
職
業
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
講
で

き
る
シ
ス
テ
ム
「
日
本
版
ラ
U
ン
ダ
イ

レ
ク
ト
」
を
創
設
す
る
こ
と
。

Ω
農
政
の
改
革
に
関
す
る
意
見
書

政
府
は
、
新
た
に
食
料
・
農
業
・
農

村
基
本
計
画
の
策
定
を
行
お
う
と
し
て

い
る
。
農
業
を
め
ぐ
る
厳
し
い
現
状
を

打
破
し
、
国
民
の
食
料
・
農
業
・
農
村

に
対
す
る
期
待
に
こ
た
え
ら
れ
る
よ

う
、
左
記
の
事
項
に
つ
い
て
積
極
的
に

取
り
組
む
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

記

１
　
農
業
経
営
者
に
対
す
る
直
接
支
払

い
制
度
の
導
入
や
、
担
い
手
へ
の
優
良

農
地
の
利
用
集
積
を
促
進
す
る
た
め
の

施
策
を
強
化
す
る
こ
と
。

２
　
農
業
の
生
産
条
件
や
農
村
の
生
活

環
境
の
整
備
な
ど
必
要
な
施
策
を
講
じ

る
こ
と
。

３
　
グ
リ
U
ン
ツ
U
リ
ズ
ム
や
学
童
の

農
業
体
験
な
ど
を
推
進
す
る
取
組
み
を

充
実
す
る
こ
と
。

４
　
農
山
漁
村
女
性
の
地
位
向
上
対
策

を
強
化
す
る
こ
と
。

５
　
Ｗ
Ｔ
Ｏ
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
で
は
、
多

様
な
農
業
の
共
存
が
確
保
さ
れ
る
よ

う
、
十
分
な
配
慮
を
す
る
こ
と
。

※１　議決結果欄の意味はそれぞれ次のとおり　　　　可　可決　　否　否決　　同　同意　　採　採択　　継　継続審査

※２　採決の結果欄の意味はそれぞれ次のとおり　　　○　賛成　　×　反対　　議　議長

※３　会派名の略称　　　　　　　　　　　　　　 市民　市民の党　　グ　グループ21

本
号
へ
の
ご
意
見
等
は
、
議
会

事
務
局
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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事
務
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